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科目名 　教育実習事前・事後指導（中）

担当者氏名 　山本　元子

授業方法 講義 単位・必選 1・選択 開講年次・開講期 3年・秋期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

実習-3 コミュニケーション能力の向上

"教育実習の意義、内容について講義を行う。また、授業実践
のための指導案の作成や生徒指導、学級経営の在り方などの基
本的な事項の習得を課題とするとともに、実習の手順などを指
導する。本講義は、教職入門や英語科教育法などの学習の集大
成であり、教育自習の事前準備となる。
キーワード：教育自習の手順・指導案の作成・生徒指導・学級
経営・教育実習日誌。

教育実習の手引き（大学指定）
新しい英語科授業の実践（金星堂）

適宜、指示する。

①知識・理解：教育自習の意義や実施内容を理解する。また、
英語科の教科指導や生徒指導、学級経営の基礎的事項を理解す
る。②思考判断：実践に向けて、授業のねらいを踏まえ指導案
の構想をたてることができる。③関心意欲・態度：教育実習に
取り組むため、英語科教育、生徒指導、学級経営の基本事項に
取り組む。④技能・表現：授業実践に向けて、授業のねらいを
達成するための指導案を作成することができる。

時間外課題として、英語、道徳等々の指導案作成と授業の組み
立て、教材つくり。

"①知識・理解：論述式レポート、20%　②思考判断：口頭発
表・論述20%　
③関心・意欲・態度：研究プロセスと口頭発表20%　④技能表
現：英語科指導案と口頭発表25%
その他として、出席日数及び授業態度を15%加味する。

・文部科学省　業績審査　単独指導可

週 テーマ 学習内容

1
オリエンテーション 教育実とは

2
教育実習の実際１ 勤務についての心得について

3
教育実習の実際２ 事前訪問と実習ノートの記入方法

4
教育実習の実際３ 実習生の一日、評価の意義

5
教科指導１ 授業研究の意義と目的

6
教科指導２ 英語科の指導方法

7
教科指導３ 英語の授業研究①

8
教科指導４ 英語の授業研究②

9
教科指導４ 英語の授業研究③

10
領域、時間、特別の教科
の指導①

総合的な学習の時間、特活、特別の教科道徳の指導法

11
事後指導１ 実習体験報告等①

12
事後指導２ 実習体験報告等②

13
事後指導３ 実習体験報告等③

14
英語指導の評価とは 自己評価とその課題

15
まとめ まとめ
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